
日本初！カーボン・オフセット道の駅
「にちなん日野川の郷』



概況
・昭和34年(1959)４月に伯南町、多里村、石見村、福栄村、高宮村が合併し発足
・島根県・広島県・岡山県に隣接。中国山地の中央に位置し、豊かな自然を有する町
・広い面積(340.96km²)のうち、約90％が森林である

■車で
大阪：約３時間２０分
岡山：約２時間
広島：約２時間３０分

〈アクセス〉
■飛行機で
東京（東京国際空港）－（約１時間２０分）－米子空港－（連絡バス約３０分）
－米子駅―（JR伯備線約１時間）－生山駅
■ＪＲで
岡山駅―（JR特急やくも約１時間３０分）―生山駅



【森林整備により守るべき生態系】
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国勢調査より



住民基本台帳より

高齢化率
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出生・死亡の推移
住民基本台帳より
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転入・転出の推移
住民基本台帳より
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（参考）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25（2013）年３月推計）」より

人口予想

少子高齢化と人口減少に伴う
地域コミュニティ機能の低下
他地域に先駆けて人口減少、
少子高齢化が進んでいる。

↓

「日本の３０年後の姿」



緩やかな人口減少を実現させる
「コンパクト・ヴィレッジ」構想

住むのは地域（地域を守る）生活機能は中心地域（町を守る）

↓

～道の駅を核とした町民総活躍の場～

「創造的過疎への挑戦」



誘導する過疎「創造的過疎」への挑戦

町の中心地整備による拠点形成（イメージ）

道の駅
＜商業拠点＞

医療・福
祉ゾーン

行政ゾー
ン

・病院、保健センター、
JR生山駅、 駅前商店街

・役場、文化センター、
図書館、美術館

道の駅を媒体とした小さな
拠点形成（コンパクト・ヴィレッジ)

※約１ｋｍ圏内で形成

町営バスとEV巡回バスに
より３つの拠点を連携

「道の駅」が
媒体となるとは？

魅力ある拠点づくりによる移住定住の促進

交流機会の創出

農林産物直売所
(ｲﾒｰｼﾞ)

農産物加工所(ｲﾒｰｼﾞ)

加工品
(日南ｼﾙｸ
ﾄﾏﾄﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ)

特産農産物(トマト)

農
産
物
集
出
荷
施
設

▲
▲

▲

レストラン

来訪者

特産品の集出荷･加工･
販売を道の駅に集約

高齢者住宅

道の駅で
隣接して
配置

多
世
代
交
流

定住促進住宅

集客交流や地場産業の振興（６次産業化推進）

〈一般的なコンパクトヴィレッジのイメージ〉
生活に必要な諸機能を近接して配置し、
効率的で持続可能なまちづくりを目指す。

日南CV構想はそれにとどまらない！

１、産業・商業の媒体としての機能

２、地域づくりの媒体としての機能



道の駅 にちなん「日野川の郷」

•県内15番目、中国管内100番目の道の駅

•国土交通省より「重点道の駅」として認定

環境にとことんこだわった道の駅

～買い物をして、環境貢献～
～CO2排出ゼロの道の駅～

～FSCⓇプロジェクト認証～



買い物をして、環境貢献！

道の駅の商品を寄付型オフセット商品として開発。１品１円のオフ
セットクレジットを付与して販売（レストランは１レシート１円）するこ
とにより売上の１円を日南町森林へ還元していく仕組みを構築。



【ＣＯ２排出量『ゼロ』への挑戦】

①取り扱う商品は１品１円の寄付型

オフセット商品とし、日南町の森林

保全に活用されます。

②施設から排出されるＣＯ２を全量

オフセットすることで、ＣＯ２排出量

ゼロの環境に配慮した「全国初」の

道の駅を目指します。



お客様に分かりやすく、
一目で分かる店内表示を
心がけています。



平成28年４月にオープンした道の駅「にちなん日野川の郷」は、木造部分すべてに町産材のスギ、
ヒノキの間伐材を使用しています。梁の部分には町内産ＦＳＣⓇ認証ＬＶＬ材を使用した全国初の
ＦＳＣⓇプロジェクト認証道の駅となります。

全国の道の駅初のFSCⓇ認証施設
鳥取県初のFSCⓇ認証施設

日南町ＦＳＣ Ⓡ森林認証の取組(全国初のFSC認証道の駅)



第６回カーボンオフセット大賞
「農林水産大臣賞」受賞

主催 カーボンオフセット推進ネットワーク
後援 環境省、経済産業省、農林水産省

※カーボン・オフセット大賞とは

低炭素社会の実現に向けて、優れたカーボンオフセットの取り組みを行う団体を表彰し、具他的な取り組み事例を
紹介することにより、意義と取組への理解を普及することを目的として平成23年度から実施されています。

平成28年12月9日に
『エコプロダクツ2016』
（東京ビッグサイト）
にて授与されました

運営で排
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環境貢献、森林育成活動

株式会社ネオメディアは、東京都内で
毎月発行されるフリーペーパー「Pococe
（ポコチェ）」を作成している会社です。

平成28年度から、会社内で「エコ部」が
立ち上げられ、（株）ネオメディアの社員と
読者モニターが参加して、日南町での
森林育成活動を行っています。

植樹のみでなく、観光地、名所を回り、
日南町の魅力に触れていただいています。





全国の道の駅が抱える課題

・イベントを実施すれば集客は見込めるが、企画運営が

大変。

・産直品の店頭販売を通年展開できない

（冬場の生鮮野菜など）

・道の駅の商品について、地産地消は良いが、地元の人

には変化･刺激が少ない。リピーターの方も同様に感じ

られることがある。






